
 

第３回「会員と NPO 法人等とのプラットフォーム運営委員会」 

 

2 0 1 9 年 ９ 月 1 9 日 

午 後 １ 時 ～ ２ 時 30 分 

協  会  第 ３ 会 議 室 

 

次     第 

 

１．「こどもサポート証券ネット」参加 NPO 法人等の決定について 

２．「こどもサポート証券ネット」今後の進め方について 

３．本プラットフォームに関する説明会及び活用リーフレット等の詳細について 

  

以  上 
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本プラットフォームに関する説明会及び
活用リーフレット等の詳細について

2019年９月
日本証券業協会
ＳＤＧｓ推進室
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本プラットフォームに関する説明会について
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１） 開催目的 会員とNPO法人等とのプラットフォームの運営開始に先立ち、証券会社とNPO法人等と
のネットワークを構築し、相互理解を深める。

２） 開催日時 2019年10月16日（水）、17日（木）、23日（水）のいずれか２時間半程度

３） 開催場所 日本証券業協会会議室

４） 主催 日本証券業協会

５） 対象 １部：プラットフォーム参加を検討している証券会社職員（ＮＰＯ法人も参加可能）
２部：プラットフォーム参加を検討している証券会社職員

プラットフォーム登録NPO法人等のスタッフ

６） 内容 ○構成案
１部：証券会社向けプラットフォーム活用講座（１時間半）
・本プラットフォームの目的・活用方法
・本プラットフォームにおける理解の醸成について
① 株主優待品等の物品寄付におけるリスク管理等について
② ボランティア等参加におけるポイントの解説

・NPO法人等による支援事例の紹介

＜休憩 15分＞
２部：証券会社とNPO法人等のマッチングフォーラム（45分）
・NPO法人等のブースを設置し、参加者同士の交流を図る
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本プラットフォームを通じた支援の手引き等
について
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 活用リーフレット  事例集

１）目的  本プラットフォームの目的（日本の子供の貧
困の現状を含む）や活用方法を理解し、プ
ラットフォームへの参加を促す

 ボランティアや支援に関する留意点について
理解し、ＮＰＯ支援時のトラブル防止を図
る

 具体的事例を参考に、日本の子どもの貧困、
NPOやボランティアの現状等について理解し、自
分事化して考える契機とする

 証券界の子供の貧困支援に関する取り組み
（モデルケース）を、広く周知する

２）対象者 会員プラットフォーム担当者（CSR担当者
等）

全会員役職員、ＮＰＯ法人等

３）配付時期  2019年10月下旬に開催予定の、本プラッ
トフォームに関する説明会にて配付予定

 メールを利用したプラットフォームシステム稼働前
（2019年12月中を予定）

４）掲載内容
（案）

 本プラットフォームの目的と活用方法

 支援メニュー例

 日本における子どもの貧困の現状

 ボランティア参加におけるポイント

 NPO支援に関するQ&A

 本プラットフォームの目的と活用方法

 NPO法人等の取組み事例

 証券会社の取組み事例

５）仕様 A４、両面１枚 A４、両面５枚程度

６）公表 協会ウェブサイト等を通じて公表予定

本プラットフォームを通じた支援の手引き等について、以下の内容で作成することとしたい。


